
                                                        

 

                                                   

NO.７８ 

 

☆バックナンバーは「中濃県事務所ＨＰ」から 

ダウンロードできます。 

令和元年 １１月発行    

中濃県事務所 振興防災課 振興防災係     

家庭教育担当：後藤 

〒501-3756  美濃市生櫛 1612-2 
TEL： 0575-33-4011  内線  

：q01656@govt.pref.gifu.jp 
かなえママ 

手
て

塩
しお

教頭先生 

きょーくん 

 

『かてきょー』７８号 １ 

 

郡上市 和良保育園     ８月１０日～８月１８日 

『絵本通じて心豊かな心を育てよう ～親子で絵本に親しもう～』 
今年度は、『親子で絵本に親しもう』という年間テーマに沿って活動されています。郡上東中学校区では

ノーメディアを推奨されていることから、和良保育園では、テレビを消して親子で本に親しむことができる

ようにと考え今年度 2回目の在宅取組を実施されました。 

 
〈主催者の願い〉 

6 月の学習会で学んだことを活かして楽しく親子で

絵本に親しんでほしい。 

☀学びポイント☀ 
〈通信で取組を共有〉 

活動のねらい、感想等

を役員さんが通信とし

て発行、保護者全員が

活動を共有できる工夫

をされたこと。 

☀学びポイント☀ 
〈活動を充実させるカードの工夫〉

第 1 回の取組と比べた感想を記入

することで、活動の振り返りがで

き、子どもの成長や変化を感じる

感想が寄せられたこと。 
 

今月号では、園や小中学校で実施された『在宅取組』について紹介します。それぞれの家庭の様子に合わせ

て取り組むことができるような活動・取組カードの工夫、取組後に寄せられた参加者の温かいメッセージを紹

介します。 

今年度も、年度 1回の約束運動の取組をお願いしています。ぜひ、家族の時間が増える冬休みに『在宅取組』

を取り入れてみませんか。 

〈実践カード・通信〉 

「ぼく、ブランコお友達にかしてあげ

られるよ。いいよって言える!!」 

このつぶやきを聞いて安心した。保

育園でこういうやり取りができるよう

になってきたのかなと、うれしく思

う。 

【活動の流れ】   

・第 1回在宅取組     ４／２７～５／６ 

・絵本についての学習会 6月 

・第 2 回在宅取組     8／１０～８／１８ 
 

 

【今回の感想】 

お父さんの読み聞かせは、おもしろく、声の

はりもあり、子どもが喜びながら聞いていた。

色々な人が読むことも大切ですね。 

 

【前回と比べてどうでしたか】 

親も子も本を読むことが大好きになって

きたのかなと思った。 

関市立津保川中学校    夏休み期間中 

『スマホ・ケータイ安心安全に関する約束宣言』  

学校でのアンケートに、1 日 1 時間以上インターネットを利用していると回答した生徒が 81％という実態

を受け、情報モラル講演会を開催されました。親子で安全なスマホ・ケータイの利用について学び、その学び

を夏休みの在宅取組につなげられました。「思春期の我が子にはなかなか言えないことを、取組をすることで伝

えられた。」という感想もあり、保護者にとって悩みが多い『情報機器との付き合い方』について、改めて親子

で考える機会にされました。 

 

〈主催者の願い〉 

親の目が行き届かず、自由が多い夏休みに、スマホ・ケータイの使い方を見直す

在宅取組を実施することで、使い方の意識を高め、親子の会話につながることを

願っている。また、「子は親の鏡」親自身も使い方を振り返る機会にしたい。 

☀学びポイント☀ 
〈講演会の学びを在宅取組につなげる〉 

親子で同じ講演を聞き、その学びを夏休みのルール作りに活かして在宅取組をされた。ルールで子どもを縛るのでは

なく、親が応援する立場で子どもの自制心を育みながら、一緒に取り組まれたこと。 

〈活動を保護者に伝える工夫〉 

・学校と連携し、取組前や取組後には学校と家庭教育学級長さんの通信で取組の周知・まとめをされた。取組の様子

や感想を全保護者で共有できるように工夫されていること。 

・実践カードは目立つ色の用紙を使用し、取組の説明と、取組カードを表裏に印刷。三者懇談会時に、『津保川中カテ

キョ―通信』と共に配布し、講演会に参加できなかった保護者にも活動の趣旨が伝わるように配慮されたこと。 

 

 

〈講演会の様子〉 

 

・約束が守れるよう、親も励ましの言

葉をかけましょう。 

・お子さんが頑張った点を認める言葉

をかけてあげましょう。など取組の

ポイントがまとめられています。 

活動の流れ 

夏休み  

◆在宅取組「話そう！語ろう！わが家の約束」 

～スマホ・ケータイの安心・安全に関する約束宣言～ 実施 

 

 

 

6 月  

◆授業参観後に外部講師に 

よる親子講演会開催 

 

〈役員さんがまとめられた 

津保川中カテキョー通信〉 
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【子から親へのメッセージ】 

学校がない分、スマホ・ゲームをする時間

に意識が行かなかったけれど、２時間以

内、９時以降はやらないことは守れたから

良かった。 

【親から子へのメッセージ】 

ルールを意識することができました。ついつ

いスマホに手が行ってしまいがちになるけ

れど、これからも決めたことを守っていこう。 

 

【講演会の感想】 

◆子どもと一緒に

聞けて良かっ

た。自宅でも話

し合いたい。 

◆家族内のルー

ルを作って、子

どもも大人も一

緒に守ることが

大切。 
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美濃市立中有知小学校 夏休み期間 

『夏休みあいさつ運動（あいさつ標語）』 
  

郡上市立高鷲小学校 夏休み期間『夏休み家族読書』 郡上市立相生小学校 ８月１９日～８月２５日 

『なつやすみ はやね はやおきを がんばろう』 
  

郡上市白鳥保育園 『お手伝い大作戦！』７月２２日～７月２６日 

お手伝いをしてくれた子どもたちの姿をたくさんほめ、達成感を満たすことができたらという

親の願いが、活動に繋がりました。子どもたちが張り切る姿が浮かぶようです。 

〈主催者の願い〉  

年少になり、できることが増えてきた子どもたちと、「お手伝い大作戦！」に取り組む中で、

ささいなことでも大きくほめることにより、子どもの自信につなげたい。 

今年度は、学校伝統の『あいさつ』を PTA 活動のスローガンに取り上げて、

活動されています。日ごろからあいさつ運動に取り組まれているとともに、夏休

みには、親子であいさつ標語づくりをされました。 

 〈主催者の願い〉 

夏休みに親子で『あいさつ標語づくり』に取り組むことを通して、子どもたちに温かい

心が育まれ、学校や地域にあいさつの輪がいっぱい広がるようにしたい。 

〈主催者の願い〉 

多くの本に親しむことができる夏休み期間に、親子で同じ本を

読み、感想を伝え合う、ふれ合いの機会にしてほしい。また、

わが子の感じ方や考え方を知る機会にもしてほしい。 

 

〈主催者の願い〉  

夏休みに不規則になりがちな生活リズムを、最後の 1週間で見直すことによって、

スムーズに学校生活に戻れるようにする。 

 

 

【標語の紹介】    （5年女児） 

『あいさつが ひびく町には 笑顔咲く』 
【保護者のメッセージ】 （母親） 

人と人とのつながりは、まず「あいさつ」から始まると思う

ので、笑顔であいさつすることで、相手の方も笑顔で応え

てくだされば、町中が笑顔でいっぱいになると思う。 

 『めをみると あいさつしようと 

 おもうよね』（1年男児） 

子どもから、学校であいさつを大事にして

いることを聞いた時、「アイコンタクト」が出

てきたので取り入れた。相手の目を見て、

元気よくあいさつができるように成長して

ほしい。 （父親） 

 

☀学びポイント☀ 
〈学校で大切にしていることを在宅取組のテーマに〉 

全家庭、親子で取り組み、『あいさつ』を大切にし

ようという気持ちを育む活動にされていること。 

〈親↔子の思いを知る親子活動に〉 

保護者からのメッセージ欄には、温かい親の思いが

書き込まれ、取組を通して互いの思いを知る機会に

されたこと。 

〈実践カード 〉 

〈うだつ君と元気にハイタッチ！ 

あいさつ運動の様子〉 

一冊の本を通して、親子のふれ合いを深める在宅取組をされました。「楽しい時間がもてた」

「ふれ合う良いいい機会になった」との感想もあり、保護者がわが子との関わりを考える、

意義ある活動になったと振り返られています。 

 

☀学びポイント☀ 
〈活動の願いを確実に伝える〉「本選び」から親子で取り組むこ

とができるよう、夏休み前の懇談会時に担任の先生から説明。

わが子とのふれ合いを大切にした親子取組にされたこと。 

〈取組後のカードを共有〉好きな場面の絵・親子の感想を書き

込んだカードを教室内に掲示し、保護者来校時に交流できる

ようにされたこと。 

今年度、郡上市八幡地域では「生活リズム」を共通のテーマにして取り組まれています。 

相生小学校では、1 年生の親子を対象に、夏休みの後半に在宅取組を実施されました 1 年生にとって、

初めての長い夏休み明けが、より良い生活リズムでスタートできるように考えられた取組です。 

 

〈親子の感想が書き込まれた取組カード〉 

 

 

☀学びポイント☀ 
〈取組カードの工夫〉 

自分から進んで生活リズムの見直しに取り組める

ように、項目ごと絵柄を変え、色塗りをしたくな

るような工夫をされたこと。 

〈学校活動と連携した活動〉 

相生小学校の取組の一つである「きずな宣言」の

「おもいやりのプラス言葉をつかいます」を項目に   

入れ、学校で大切にしていることに家族で取り組

む機会にされたこと。 

☀学びポイント☀   
〈子どもの自己肯定感を高める活動〉 

自立に向けたお手伝いをテーマに、子どもの姿をほめ、自信につなげる親子活動に楽しく取り組まれたこと。 

〈取組カードの工夫〉 

ねらいをしっかり伝えたうえで、負担なく取り組むことができるカードを工夫されたこと。 

 

 

【保護者の感想（一部抜粋）】 

・自分から「お手伝い、お手伝い。」

と言って頑張ってくれた。 

・いつも以上にほめたら、次からも手

伝ってくれた。 

・進んでお手伝いをしてくれたので、

これからも毎日してもらえるようにた

くさんほめたい。 

 
〈取り組まれた実践カード〉 

〈感想をまとめられた通信〉 

 

１～３年生は、 

親子で標語を 

考えられるように配慮

されました。 

 

 

【保護者の感想（一部抜粋）】 

・休み中はなかなかリズムが整わなかった。 

・ラジオ体操がある時は早起きすることができた。 

・プラス言葉はなかなか言えない。私から意識して

使っていきたい。 

 

[
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【保護者の感想（一部抜粋）】 

・自分も昔、読んだことがある本で懐かしかった。親子で同じ本を

読んでみるのもいいなぁと思った。 

・今回は私が子どもに読み聞かせをしてもらった。とても良い時間

だった。 

・子どもの喜ぶ姿を見られる良い機会だったと思う。また一緒に読

みたいと思った。 

ウォンバット 

〈実践カード 〉 

 

お手伝いの内容を

書きます。 

できたら◎○△を 

記入します。 

 
標語の例が 

示されています。 

 


